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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 2,038,432 1.3 88,093 △13.3 97,482 △14.2 43,251 △24.3

2024年３月期第３四半期 2,013,199 △4.0 101,661 △33.5 113,593 △28.4 57,162 －

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 41,133百万円 （△40.5％） 2024年３月期第３四半期 69,134百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 500.56 －

2024年３月期第３四半期 653.73 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 2,287,420 720,007 25.7

2024年３月期 2,212,586 727,415 27.2

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 586,862百万円 2024年３月期 601,161百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 150.00 － 150.00 300.00

2025年３月期 － 150.00 －

2025年３月期(予想) 180.00 330.00

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（注）添付資料の会計方針の変更に関する注記（税金費用の計算方法の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間

から、税金費用の計算方法を変更しております。当該会計方針の変更を遡及適用し、2024年３月期第３四半期に係

る各数値については、遡及適用後の数値となっております。なお、2024年３月期第３四半期の親会社株主に帰属す

る四半期純利益及び包括利益の対前年同四半期増減率は、遡及適用が行われたため記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）添付資料の会計方針の変更に関する注記（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）に記載の

とおり、「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、2025

年３月期第３四半期に係る各数値については当該会計基準等を適用した後の数値となっております。当該会計方針

の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

なお、配当予想の修正については、本日（2025年２月６日）公表いたしました「株主還元方針および配当予想の修

正に関するお知らせ」をご参照ください。



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,200,000 17.2 154,000 3.2 165,000 2.1 79,000 △3.7 939.50

①　期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 88,353,761株 2024年３月期 88,353,761株

②　期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 3,572,771株 2024年３月期 766,247株

③　期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 86,407,720株 2024年３月期３Ｑ 87,439,948株

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※　注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規　1社　（社名）佐世保市鹿町町風力発電合同会社

除外　1社　（社名）HD Hyundai Cosmo Petrochemical Co., Ltd.

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）」をご参照ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①　会計基準等の改正に伴う会計方針の変更　　　　：有

②　①以外の会計方針の変更　　　　　　　　　　　：有

③　会計上の見積りの変更　　　　　　　　　　　　：無

④　修正再表示　　　　　　　　　　　　　　　　　：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更に関する注記）」をご参照ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※　添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

2024年５月９日公表の通期の連結業績予想に変更はありません。

上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。上記業績予想に関する事項は、添付資料Ｐ.２「１．経営

成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。

決算補足説明資料は、2025年２月６日（木）に当社ホームページに掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高は２兆384億円(前年同期比+252億円)、営業利益は881億円

(前年同期比△136億円)、経常利益は975億円(前年同期比△161億円)、親会社株主に帰属する四半期純利益は433億

円(前年同期比△139億円)となりました。

各セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

① 石油事業につきましては、売上高は前年同期並みの１兆8,183億円(前年同期比+216億円)となりました。一方、

原油価格の変動の影響等により、セグメント利益は401億円(前年同期比△200億円)となりました。

② 石油化学事業につきましては、引き続き製品市況が低迷したこと等により、売上高は2,521億円(前年同期比△

128億円)、セグメント損失は49億円(前年同期はセグメント損失37億円)となりました。

③ 石油開発事業につきましては、為替変動の影響等により、売上高は961億円(前年同期比+120億円)、セグメント

利益は528億円(前年同期比+35億円)となりました。

④ 再生可能エネルギー事業につきましては、前年同期比で風力発電における風況が悪化したこと等により、売上

高は87億円(前年同期比△10億円)、セグメント損失は０億円(前年同期はセグメント利益14億円)となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末の連結財政状態といたしましては、総資産は２兆2,874億円となり、前連結会計年

度末比で748億円増加しております。これは主に、棚卸資産が増加したこと等によるものです。純資産は7,200億円

となり、自己資本比率は25.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年５月９日公表の通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 117,295 144,049

受取手形 4,130 4,138

売掛金 395,261 397,479

商品及び製品 204,470 219,824

仕掛品 168 429

原材料及び貯蔵品 187,652 248,849

その他 213,790 183,157

貸倒引当金 △28 △29

流動資産合計 1,122,740 1,197,900

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 240,625 234,323

機械装置及び運搬具（純額） 205,190 212,829

土地 313,806 313,747

その他（純額） 90,616 114,025

有形固定資産合計 850,239 874,926

無形固定資産 42,094 42,795

投資その他の資産

投資有価証券 131,147 106,362

その他 66,565 65,572

貸倒引当金 △278 △273

投資その他の資産合計 197,433 171,660

固定資産合計 1,089,767 1,089,382

繰延資産

社債発行費 77 136

繰延資産合計 77 136

資産合計 2,212,586 2,287,420

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 346,805 400,063

短期借入金 245,082 292,948

１年内償還予定の社債 － 3,000

コマーシャル・ペーパー 88,000 85,300

未払金 264,325 266,041

未払法人税等 12,793 5,404

引当金 12,095 7,373

その他 38,526 35,098

流動負債合計 1,007,628 1,095,229

固定負債

社債 21,568 37,750

長期借入金 263,669 250,837

特別修繕引当金 52,415 34,773

その他引当金 3,294 2,144

退職給付に係る負債 3,481 3,629

資産除去債務 27,384 27,352

その他 105,729 115,695

固定負債合計 477,542 472,183

負債合計 1,485,170 1,567,412

純資産の部

株主資本

資本金 46,435 46,435

資本剰余金 93,572 93,576

利益剰余金 459,186 476,215

自己株式 △1,932 △24,567

株主資本合計 597,261 591,658

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,602 10,428

繰延ヘッジ損益 △1,185 △467

土地再評価差額金 △20,771 △20,771

為替換算調整勘定 13,587 3,727

退職給付に係る調整累計額 2,665 2,286

その他の包括利益累計額合計 3,899 △4,796

非支配株主持分 126,253 133,144

純資産合計 727,415 720,007

負債純資産合計 2,212,586 2,287,420
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 2,013,199 2,038,432

売上原価 1,790,338 1,821,215

売上総利益 222,861 217,216

販売費及び一般管理費 121,200 129,123

営業利益 101,661 88,093

営業外収益

受取利息 3,527 4,586

受取配当金 930 989

持分法による投資利益 － 1,196

為替差益 11,028 5,439

固定資産賃貸料 585 600

その他 3,074 2,434

営業外収益合計 19,146 15,246

営業外費用

支払利息 3,540 3,841

持分法による投資損失 2,298 －

その他 1,375 2,015

営業外費用合計 7,213 5,857

経常利益 113,593 97,482

特別利益

固定資産売却益 398 135

投資有価証券売却益 139 3,611

受取保険金 31 52

受取補償金 6,670 151

その他 103 8

特別利益合計 7,344 3,960

特別損失

固定資産処分損 7,112 5,956

減損損失 221 157

投資有価証券評価損 1,275 3,486

その他 66 637

特別損失合計 8,676 10,237

税金等調整前四半期純利益 112,261 91,205

法人税等 48,813 40,624

四半期純利益 63,447 50,581

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,285 7,329

親会社株主に帰属する四半期純利益 57,162 43,251

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 63,447 50,581

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,450 185

繰延ヘッジ損益 740 717

為替換算調整勘定 1,222 410

退職給付に係る調整額 △284 △498

持分法適用会社に対する持分相当額 1,558 △10,262

その他の包括利益合計 5,686 △9,447

四半期包括利益 69,134 41,133

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 62,539 34,555

非支配株主に係る四半期包括利益 6,594 6,578

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

第２四半期連結会計期間において、佐世保市鹿町町風力発電合同会社を新たに設立しましたが、四半期連結財務

諸表に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲には含めず、持分法適用の非連結子会社としております。

また、当第３四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であるコスモ石油㈱が保有するHD Hyundai Cosmo 

Petrochemical Co., Ltd.の全株式を売却したため、持分法適用の範囲から除外しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2024年５月９日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について決議し、当第３四半期連結累計期間に普通株式 

3,031千株、22,999百万円で取得しました。

この影響により、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が24,567百万円となっております。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項（２）ただし書きに定める経過的

な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。この結果、前連結会計年度の期首における純資産

に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は643百万円増加しております。

（税金費用の計算方法の変更）

従来、当社及び一部の連結子会社における税金費用は、四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算する方法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間から、年度決算と同様の方法による税金費用の

計算における簡便的な方法に変更しております。

この変更は、第１四半期連結会計期間から四半期報告書制度が廃止されたことを契機に当社グループの四半期

決算業務を見直し、四半期連結累計期間の税金費用をより適切に四半期連結財務諸表に反映することを目的とし

て行ったものであります。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間については、遡及適用後の四半期連結財務諸

表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の法人税等が11,292百万円減少したことに

より、四半期純利益は63,447百万円（遡及適用前に比べ11,292百万円増加）、非支配株主に帰属する四半期純利

益は6,285百万円（遡及適用前に比べ28百万円減少）、親会社株主に帰属する四半期純利益は57,162百万円（遡及

適用前に比べ11,320百万円増加）となりました。なお、１株当たり四半期純利益は653円73銭（遡及適用前に比べ

129円47銭増加）となっております。

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

減価償却費 41,172百万円 42,390百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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(単位：百万円)

石油事業
石油化学

事業

石油開発

事業

再生可能 

エネルギー 

事業

その他

(注)１

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

売上高

外部顧客への売上高 1,728,630 232,037 27,337 9,635 15,558 － 2,013,199

セグメント間の内部

売上高又は振替高
68,103 32,832 56,746 111 29,680 △187,474 －

計 1,796,733 264,870 84,084 9,746 45,239 △187,474 2,013,199

セグメント利益又は損失

（△）
60,077 △3,718 49,325 1,363 2,280 4,264 113,593

(単位：百万円)

石油事業
石油化学

事業

石油開発

事業

再生可能 

エネルギー 

事業

その他

(注)１

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

売上高

外部顧客への売上高 1,753,325 221,071 33,723 8,628 21,683 － 2,038,432

セグメント間の内部

売上高又は振替高
64,978 31,039 62,394 101 35,420 △193,934 －

計 1,818,303 252,111 96,117 8,730 57,104 △193,934 2,038,432

セグメント利益又は損失

（△）
40,080 △4,869 52,811 △47 4,176 5,330 97,482

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）　１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事業、保険代理店業等を含んで

おります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額4,264百万円には、各報告セグメント及び「その他」の区分に配分

していない全社収益・全社費用の純額5,192百万円、セグメント間取引消去△1,757百万円、棚卸資産の調整

額619百万円、固定資産の調整額209百万円が含まれております。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）　１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事業、保険代理店業等を含んで

おります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額5,330百万円には、各報告セグメント及び「その他」の区分に配分

していない全社収益・全社費用の純額4,367百万円、セグメント間取引消去126百万円、棚卸資産の調整額

1,335百万円、固定資産の調整額△498百万円が含まれております。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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（重要な後発事象の注記）

（自己株式の取得）

当社は、2025年２月６日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について決議いたしました。

１．自己株式の取得を行う理由

 資本効率の向上及び株主還元の充実を目的としております。

２．取得に係る事項の内容

（１）取得する株式の種類　　　当社普通株式

（２）取得する株式の総数　　　3,000,000株（上限）

　　　　　　　　　　　　　　　（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合3.52％）

（３）株式の取得価額の総額　　18,000百万円（上限）

（４）取得期間　　　　　　　　2025年２月７日から2025年６月30日

（５）取得方法　　　　　　　　①自己株式立会外買付取引(ToSTNeT-3)による市場買付

 　　　　　　　　　　　　　②東京証券取引所における市場買付
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月６日

コスモエネルギーホールディングス株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 花岡　克典

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 志賀　恭子

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 鈴木　哲彦

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているコスモエネルギーホールディングス株式会社の

2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中

レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行っ

た。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から

独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎と

なる証拠を入手したと判断している。

強調事項

会計方針の変更に関する注記に記載されているとおり、従来、会社及び一部の連結子会社における税金費用は、

四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっていたが、第１四半期連結会計期間か

ら、年度決算と同様の方法による税金費用の計算における簡便的な方法に変更している。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に

定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又

は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備

及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成するこ

とが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が

国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場

合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビ

ュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性

が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券

取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財

務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用され

ている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企

業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注

記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第

１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務

諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じ

させる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手す

る。監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人

は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じてい

る場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について

報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

以　上
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